































































































































































































である6。KDI の系譜は以下の通りである（久保田　2003;　Nonaka and Teece　2001:　
297-98）。ザ・ドキュメント・カンパニーを宣言した1992年から、経営戦略部の中で知識
経営にいかに取り組むかを議論していた。本格的・組織的な取り組みをはじめたのは1997










































































































































れは"The Document Company"から"The Knowledge Company"への移行を進化と捉える
（同55）KDIの姿勢にあらわれている。先に見た通り、小林はこうした移行を目指してい
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